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開花宣言
３月１９日、町の標本木がある玉前神社にて桜の開花が宣言されました。
今年も境内の桜が美しく咲きました。



令和３年度一般会計当初予算についてお知らせします

46億7,900万円
(前年度比：▲2億2,700万円、▲4.6％）

１．予算編成について
令和３年度の予算は、新型コロナウイルス感染症の国内第１例目が発生してから約１年近くが経過し国を挙げて対策に取
り組んでいるものの現状の非常事態がいつ収束するのか未だに見通せない中での予算編成となりました。
新型コロナウイルスの影響で開催が１年延期となっていた東京 2020 オリンピック競技大会は今夏の開催に向け準備が進
められており、世界初となるサーフィン競技開催地として町をオリンピック色に着飾る都市装飾やモニュメント設置費、およ
び感染対策費を追加した町独自イベント費など東京五輪事業費に予算を配分しました。
また、現行の行政サービスを維持しつつ、「産後ケア事業」や「新生児聴覚検査助成事業」など新規事業を加え福祉の充実を
図るとともに、近年頻発し、大規模化・多様化している自然災害への備えとして「防災行政無線デジタル化」・「一宮町中央ポ
ンプ場改修事業」など町民の安心・安全を守るための事業を推進、さらには観光目的の誘客促進を目的とした「一宮海岸常設
トイレの整備」や「改訂版観光ガイドブック作成」に取り組むなど、限りある財源を幅広い分野に配分しました。
なお、新型コロナウイルス感染症対策経費については、ワクチン接種の体制構築・整備など国・県との連携を図り、早急か
つ機動的・柔軟的な対応が求められていることから、体制整備については前年度に前倒して予算計上しています。

歳入の特徴
【自主財源】… 歳入の42.7%を占める自主財源は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により町税が前年比▲9,016万円
を見込みましたが、ふるさと納税事業強化を図り寄
附金が前年比7,500万円増、また、長生第２排水機
場整備補修工事着手に伴い、拠出金が返還されるた
め、諸収入が前年比4,166万円の増となり、全体で
は前年比160万円の増額を見込みました。

【依存財源】… 歳入の57.3％を占める依存財源は、上総一ノ宮駅
東口整備工事が令和2年6月末に完了したことに伴
い、県支出金が前年比▲2億4,151万円、またいく
つかの大型事業の財源として借入する町債が前年比
▲3,400万円となったことなどにより、全体では前
年比▲2億2,860千円の減額と見込みました。

【自主財源】… 町税や使用料など町が自主的に収入で
きるお金

【依存財源】… 地方交付税など、国や県の意思によって
額が決められ割り当てられるお金

【一般財源】… 町税や地方交付税など、使い道が特定
されていない財源

【特定財源】…  国・県支出金、繰入金、町債など使い道
が特定される財源

【繰 入 金】… 各種基金（貯金）の取崩しや他会計から
繰り入れるお金

【地方交付税】… 自治体の財政力に応じ国から交付さ
れるお金

【国・県支出金】… 特定目的のために国や県から交付
されるお金

【　町　債　】… 特定目的のために国や銀行から借り
るお金

【義務的経費】… 歳出のうち、その支出が義務付けら
れ、簡単に削減できない経費

【投資的経費】… 道路や橋など、社会的資本の整備を
進めるための経費

【扶 助 費】… 児童や老人、生活困窮者を援助するた
めに使うお金

【公 債 費】… 借入金（町債）の返済に使うお金

【物 件 費】… 行政サービスを提供するため必要とな
る委託費や消耗品光熱水費などに使う
お金

【補助費等】… さまざまな団体への補助金、負担金など
に使うお金

【主な用語説明】

歳出の特徴
【目的別歳出】… 歳出を目的別にみた内訳については上段の円グラフのとおりです。
 民生費、総務費、衛生費の順に予算額が多くなっています。
 前年度との比較で増減が大きかったのは総務費と土木費です。
  総務費は大型事業終了の影響により前年比▲3億4,230万円の予

算配分となりました。また、土木費については施設の老朽化が問
題視されている「一宮町中央ポンプ場」の改修事業や今後の修繕計
画費・調査費などが増加したため、前年比で1億1,692万円の増
額配分としました。

【性質別歳出】… 歳出を性質別にみた内訳については上段の棒グラフのとおりです。
  義務的経費および投資的経費は前年度から少ない予算配分となっ

ており、特に投資的経費の予算は大型事業終了に伴い前年比で▲
2億3,517万円の予算配分となっています。

 （義務的経費は▲5,669万円の配分）
  その他経費についてはふるさと応援事業強化による寄附金の増収を

見込んだため、積立金が前年比3,887万円の増額予算としました。

２．一般会計予算内訳

その他依存財源内訳
・地方譲与税 　4,280万円
・各交付金等 3億859万円

  町　税 28.4%
（13億2,802万円）

  繰入金　5.9%
（2億7,558万円）

民生費 25.0%
（11億6,676万円）

義務的経費 22億318万円

　人件費 11億972万円
　公債費 3億1,336万円
　扶助費 7億8,010万円

投資的経費　 

　普通建設事業費など　
　5億1,181万円

その他経費 19億6,401万円

　物件費 6億2,388万円
　補助費など 6億8,542万円
　繰出金 5億5,884万円
　積立金 7,902万円
　他 1,685万円

総務費 20.6%
（9億6,320万円）

土木費 9.2%
（4億3,008万円）

諸支出金 8.7%
（4億801万円）

教育費 7.2%
（3億3,678万円）

公債費 6.7%
（3億1,336万円）

消防費 5.0%
（2億3,391万円）

農林水産業費 3.2%
（1億5,107万円）

商工費 2.7%
（1億2,759万円）

議会費 1.8%
（8,390万円）

予備費・他 0.2%
（1,001万円）

  衛生費 9.7%
（4億5,503万円）

  寄附金　3.0%
（1億4,002万円）

地方交付税 22.4%
（10億5,000万円）

国庫支出金 11.8%
（5億4,986万円）

町　債　8.1%
（3億7,980万円）

県支出金　7.4%
（3億4,794万円）

その他依存財源　7.5%
（3億5,139万円）

  その他自主財源　5.5%
（2億5,639万円）

自主財源 20億１万円（42.7%）
依存財源 26億7,899万円（57.3%）

歳　入
46億7,900万円

歳　出
46億7,900万円

目的別歳出内訳

性質別歳出内訳
その他自主財源内訳
・分担金・負担金 3,151万円
・使用料・手数料 9,344万円
・財産収入 865万円
・繰越金 5,000万円
・諸収入 7,279万円

【歳入】 【歳出】
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３．主要事業について
◆ 東京2020オリンピック競技大会の成功に向けて
○都市ボランティア管理運営事業（新規事業）　…　予算額　　1,123 万円

　　 　オリンピックサーフィン競技大会開催期間中は多くの観戦客が来町することが見込まれ、円滑な大会運営をサポートする都
市ボランティアの活躍が期待されます。

　○機運醸成（都市装飾）事業（新規事業）　…　予算額　　800 万円
　　 　オリンピック競技開催地として駅や会場周辺をオリンピックルックに装飾することで、選手・関係者・観戦客へのおもてな
しや大会開催の祝祭感を創出し、地域全体で世界的スポーツイベントを盛り上げます。
○東京2020オリンピック観戦チケット購入費（新規事業）　…　予算額　　204 万円
　　 　一宮町に住む多くの子どもたちが世界的スポーツイベントであるオリンピック競技大会を会場観戦し、スポーツの素晴らし
さや世界中の人々と交流することの楽しさを実体験することで、郷土への誇りと愛着を増幅させ、一生の財産として心に残る
機会を提供します。

　○記念モニュメント製作設置事業（新規事業）　…　予算額　　300 万円
　　　世界初となるオリンピックサーフィン競技大会が開催される釣ヶ崎海岸に記念として後世に残るモニュメントを設置します。
○町独自イベント管理運営事業（新規事業）　…　予算額　　2,795 万円
　　 　オリンピックサーフィン競技大会が開催される期間中は町外からの観戦客が多数来町することが見込まれるため、新型コロ
ナウイルス感染症対策を行ったうえで来町者と地域住民が共に参加できるイベントを企画し、地域全体（長生郡市・夷隅郡市）
で祝祭ムードを創出します。また、イベントの模様を撮影し、編集したうえで外房文化を世界中に向け発信します。

　　※7月25日（日）～８月１日（日）、１６：００～２０：００（場所：一宮町役場前・保健センター前駐車場を予定）
○釣ヶ崎海岸施設設備本設事業（新規事業）　…　予算額   887 万円
　　 　オリンピックサーフィン競技開催会場となる釣ヶ崎海岸に町が整備した施設は、競技開催期間中は関係者専用の施設として
使用されるため、現在、水道・電気の本設工事が未着手の状態ですが、大会終了後から令和４年４月の供用開始を目指し本設
工事に着手します。

◆ 楽しく子育てが出来るまちに
○母子保健事業（拡充事業）　…　予算額　　1,496 万円

　　 　妊産婦が安心して子育てできる町をめざし、現行の事業に加え新たに「産後ケア事業」を始めます。子育て世代包括支援センターの
保健師が生後４ヶ月までの母子を対象にアセスメントを行い支援が必要と判断した場合には "専門性" が高く "きめ細やかなケア" が
提供できる「産婦人科による産後ケア」による支援が受けられます。（宿泊型 / 日帰り型の２コース）

　　 　また、聴覚障害の早期発見、早期療養に繋げるため、新生児の聴覚検査についての助成事業を始めます。（助成額　上限 3,000円 / 人）
○子ども医療費助成事業（継続事業）　…　　予算額　　4,143 万円

　　 　子育て世帯が安心して暮らせるよう、高校３年生までの医療費を助成します。

◆ また訪れたいと思えるまちに
○一宮海岸トイレ設置事業（新規事業）　…　予算額　　4,983 万円

　　 　年間を通して多くの観光客などが訪れる一宮海岸のイメージアップと利用者の利便性を図るため、常設トイレ（２箇所）の
設置を推進します。
○観光ガイドブック作成事業（拡充事業）　…　予算額　　347 万円

　　 　町の観光ガイドブックとして定着し観光客や町内飲食店・宿泊事業者から人気のある " るるぶ 「一宮町」 " は町の周知や誘
客ツールとしての活用も見込めるため、最新情報を盛り込んだ改訂版 "るるぶ 「一宮町」 " を作成します。

◆ 安心・安全に暮らせるまちに
○公共下水道施設（雨水）維持管理事業（拡充事業）　…　　予算額　　2億8,981 万円

　　 　施設の老朽が著しい一宮町中央ポンプ場は、屋外設備や電気系統、ポンプ自体に慢性的な不具合が発生し、近年頻発する自然災害
への備えとして各施設・設備の改修が急務となっています。令和2年度から2ヵ年の計画で大規模改修を行っており、令和3年度末
までに除塵設備（2基）および中央監視制御設備（電気系統）の改修が完了する見込みです。（令和3年度改修事業費  2億1,100万円）

　　 　しかしながら、令和4年度以降も５基あるポンプや屋外設備・電気系統の改修を継続的に行っていく必要があるため、令和３年度
は上記の大規模改修事業と並行して令和4年度以降の大規模改修事業に必要となる各種計画などの策定に取り組みます。

　　　【令和３年度中に行う改修工事以外の主な事業】
　　　 ①ポンプ場ストックマネジメント実施方針および修繕・改築計画の策定（3,203万円）、　②下水道施設耐水化基本計画の策定（528

万円）、③中央ポンプ場設備更新設計（947万円）
○防災行政無線デジタル化事業（継続事業）　…　　予算額　　4,284 万円

　　 　電波法の規制により、今後見込まれるアナログ波の完全停波に対応するため、平成29年度から計画的に防災行政無線のデ
ジタル化を進めています。

　　 　令和３年度は、屋外子局３基と再送信子局１基の計４基の改修事業を行います。（令和７年度までに全ての整備が完了となる
見込みです。）
○防災士育成事業（新規事業）　…　予算額　　62 万円

　　 　近年頻発し、大規模化・多様化している自然災害への備えとして、防災士の資格取得を希望される方を対象に必要経費を補
助し地域防災力の向上を目指します。（ 研修講座受講料、試験受験料、資格認定登録料を補助 ）

４．令和２年度からの主な繰越事業について
　 令和２年度の予算成立後の期間では事業完了に至らず、予算を令和３年度に明許繰越して取り組む事業のうち主なものをお知らせします。
【繰越事業名及び繰越予算額】
　　①新型コロナウイルスワクチン接種体制整備事業 …　繰越予算額　　　4,240 万円
　　②地方創生臨時交付金対象事業 …　繰越予算額　1億　  40 万円
　　③公共下水道施設整備事業 …　繰越予定額　　　8,311 万円　など 総額 2億4,711万円 を繰越します。
　　 （※） 新型コロナウイルスワクチン接種体制整備事業費のうち、ワクチン接種に係る経費については，事業経費の算定に時間を

要するため新年度（令和3年度）の補正予算で予算措置することになります。
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昨
年
に
引
き
続
き
、「
い
ち
の
み
や
地

域
応
援
券
」を
町
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し

ま
す
。
皆
さ
ん
で
地
域
の
商
店
を
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者　
令
和
３
年
４
月
15
日
現
在
、

一
宮
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方（
た
だ

し
、商
品
券
発
送
ま
で
に
死
亡
や
転
出

さ
れ
た
方
を
除
き
ま
す
。）

■
金
額　
１
人
あ
た
り
３
千
円

■
配
布
日　
６
月
初
旬
か
ら
順
次
、世
帯

主
あ
て
に
発
送（
簡
易
書
留
）

■
使
用
期
限　
９
月
30
日
ま
で

【
問
合
せ
】

　
産
業
観
光
課　
☎（
42
）１
４
２
７

町
内
に
お
住
ま
い
の
宇
井
正
様
か
ら

「
町
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」と
現

金
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
ご
意
向
に
沿
っ
て
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課

☎（
42
）２
１
１
２

一
宮
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
は
、
体

力
・
運
動
能
力
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
種

目
は
握
力
・
上
体
起
こ
し
な
ど
６
種
類
で

す
。参

加
希
望
の
方
は
、
当
日
直
接
会
場
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
体
力
年
齢

を
記
録
し
た
調
査
結
果
通
知
は
後
日
送
付

し
ま
す
。

■
と
き

５
月
23
日（
日
）

　
受
付
時
間

午
前
９
時
か
ら
９
時
30
分

　
実
施
時
間　
午
前
９
時
か
ら
正
午

■
と
こ
ろ　
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物　
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
運
動
着

■
定
員

50
人

■
参
加
費　
無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
な
ど
の
理
由
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課

☎（
42
）１
４
１
６

９
区
の
１
子
ど
も
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
今
年
度

事
業
の
開
催
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
受

け
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
９
区
の
１
子
ど

も
会
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
度
町
に

寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】教
育
課

☎（
42
）１
４
１
６

共
和
株
式
会
社　
代
表
取
締
役　
五
十

嵐
和
幸
様
か
ら「
小
中
学
校
の
図
書
購
入

費
と
し
て
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。」と
現
金

20
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
ご
意
向
に
沿
っ
て
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課

☎（
42
）１
４
１
６

が
ん
ば
れ
い
ち
の
み
や
！

地
域
応
援
券（
第
２
弾
）を
配
布
し
ま
す

こ
こ
ろ
温
ま
る
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

「
体
力
年
齢
測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

〜
体
力
・
運
動
能
力
調
査
〜

９
区
の
１
子
ど
も
会
か
ら
カ
レ

ン
ダ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
共
和
株
式
会
社　
五
十
嵐
様
」

か
ら
20
万
円
の
寄
付

▲　９区の１子ども会の皆さん

▲　共和株式会社　代表取締役　五十嵐和幸様（写真中央）
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い
い
ま
す
。

吉
宗
の
将
軍
辞
任
後
も
若
年
寄
と
し
て

仕
え
、
寛
延
元
年（
１
７
４
８
）に
76
歳

で
死
去
し
ま
し
た
。

写
真
は
玉
前
神
社
が
所
蔵
す
る
古
文
書

（
掛
け
軸
）で
上
が
加
納
久
通
の
書
状
、下

が
加
納
家
家
老
・
吉
川
久ひ
さ

豊と
よ

の
副そ
え

状じ
ょ
う（
本

文
書
に
添
え
た
書
状
）で
す
。

内
容
は
宛
先
の
南
谷
和
尚
と
い
う
人
物

が
久
通
が
病
気
の
際
、
病
気
平
癒
の
祈
祷

を
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
お
礼
状
で
す
。

宛
先
の
南
谷
和
尚
は
ど
う
や
ら
久
通
が

親
し
く
し
て
い
た
京
都
の
僧
侶
の
よ
う
で

す
の
で
、
な
ぜ
こ
の
文
書
が
玉
前
神
社
に

伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、
謎
が
残
る
資
料
で

す
。

（
学
芸
員　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課

☎（
42
）１
４
１
６

加
納
久
通
は
紀き

い伊
国の
く
に

和
歌
山
藩
主
・

徳
川
吉
宗（
１
６
８
４
〜
１
７
５
１
）

に
仕
え
た
人
物
で
す
。
享
保
元
年

（
１
７
１
６
）、
吉
宗
の
江
戸
幕
府
８
代
将

軍
就
任
と
と
も
に
幕
臣
と
な
り
、
伊
勢
国

（
三
重
県
）内
で
１
千
石
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
翌
年
に
１
千
石
を
加
増
さ
れ
た
の

ち
、
享
保
11
年（
１
７
２
６
）に
は
伊
勢

国
、
上
総
国
な
ど
で
さ
ら
に
８
千
石
を
加

増
さ
れ
１
万
石
の
大
名
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
加
増
さ
れ
た
領
地
の
中
に
一
宮
本

郷
村
、
新あ
ら

笈お
い

村（
現
一
宮
町
字
一
宮
）な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
当
初
は
伊
勢

国
八は
っ

田た
（
東ひ
が
し
あ
く
ら
が
わ

阿
倉
川
）に
陣
屋
を
置
い
た

た
め
、
八
田
藩（
東
阿
倉
川
藩
）と
呼
称

さ
れ
て
い
ま
す
。

有
馬
氏う
じ

倫の
り（

１
６
６
８
〜
１
７
３
６
）

と
と
も
に
御お

側そ
ば
御ご

用よ
う
取と
り
次つ
ぎ（
将
軍
側
近
衆
）

と
し
て
幕
政
に
参
画
、「
享
保
の
改
革
」で

は
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
有

馬
が
気
の
強
い
性
格
で
あ
っ
た
一
方
で
、

久
通
は
穏
や
か
な
性
格
で
あ
っ
た
た
め
、

政
策
を
う
ま
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

皆
さ
ま
は
、マ
ダ
ニ
と
い
う
虫
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。体
長
は
数
ミ
リ
で
す
が
、草
む

ら
の
葉
の
上
な
ど
に
い
て
、
そ
こ
を
通
る
動

物
の
体
に
取
り
付
い
て
、
血
を
吸
う
い
や
な

虫
で
す
。

実
は
先
日
、こ
の
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
ま
し

た
。
庭
で
草
刈
を
し
た
次
の
日
、
お
風
呂
に

入
っ
た
時
、も
も
の
辺
り
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

の
を
発
見
し
ま
し
た
。
感
覚
が
な
か
っ
た
の

で
、気
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、お
風

呂
を
出
た
あ
と
よ
く
見
る
と
、腫
れ
た
と
こ
ろ

に
、灰
色
の
出
っ
張
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。

引
っ
張
っ
て
も
、な
か
な
か
と
れ
ず
、ぐ
っ
と

力
を
入
れ
た
ら
よ
う
や
く
取
れ
ま
し
た
。手
に

と
っ
て
よ
く
見
て
み
る
と
、そ
れ
は
体
長
５
ミ

リ
ほ
ど
の
マ
ダ
ニ
だ
っ
た
の
で
す
。脚
を
動
か

し
て
い
て
、お
風
呂
で
ゆ
で
ら
れ
て
も
、ま
だ

生
き
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
か
つ
て
福
井
県
の
白
山
に
登
っ
た

と
き
に
、や
は
り
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
の
と
き
も
、下
山
し
て
温
泉
に

入
っ
た
と
き
、腹
部
に
取
り
付
い
て
い
る
の
を

発
見
し
ま
し
た
。ど
う
も
お
風
呂
に
入
る
こ
と

で
刺
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
す
る
度
合
い
が

高
い
よ
う
で
す
。

こ
の
マ
ダ
ニ
は
、い
わ
ゆ
る
ダ
ニ
の
仲
間
で

す
が
、実
は
結
構
危
険
な
虫
で
、刺
さ
れ
る
と

ラ
イ
ム
病
や
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）な
ど
の
、ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ

の
場
合
、か
な
り
重
篤
な
症
状
が
出
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。小
さ
な
虫
で
す
が
、注
意
が

必
要
で
す
。服
装
な
ど
に
隙
間
を
つ
く
ら
ず
、

刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り

大
事
で
す
。

我
が
家
の
猫
は
、屋
内
で
飼
っ
て
い
ま
す
が
、

過
去
に
外
に
逃
げ
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
折
に
、体
に
数
匹
の
マ
ダ
ニ
に
食
い
つ
か

れ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、我
が
家
の
付
近

の
草
む
ら
に
、生
息
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。今
回
も
自
宅
付
近
で
刺
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
虫
は
都
会
の
公
園
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、や
は
り
自
然
の
豊
か
な
と
こ
ろ

に
多
い
よ
う
で
す
。一
宮
町
で
は
、最
近
、イ
ノ

シ
シ
は
じ
め
野
生
動
物
が
増
え
て
い
る
の
で
、

マ
ダ
ニ
も
増
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
、私
は
手
で
マ
ダ
ニ
を
取
り
除
き
ま
し

た
が
、こ
れ
は
結
構
慎
重
に
行
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
よ
う
で
す
。万
が
一
刺
さ
れ
た
場
合
に

は
、一
番
よ
い
の
は
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
草
の
勢
い
が

増
し
、草
刈
の
機
会
も
増
え
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。ど
う
ぞ
充
分
に
注
意
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
、お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一宮町長
馬淵 昌也
一宮町長

No.57

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
㉖
」

加
納
久ひ
さ
通み
ち

（
１
６
３
７
〜
１
７
４
８
）

▲　加納久通・吉川久豊書状（玉前神社所蔵）
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町
が
策
定
す
る「
第
２
期
一
宮
町
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」の
策
定
お
よ

び
推
進
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

広
く
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

①
町
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

②
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
毎
回

出
席
可
能
で
あ
る
方（
会
議
は
年
３
回

程
度
開
催
予
定
）

■
募
集
人
数

２
人

※
応
募
人
数
が
定
員
を
越
え
た
場
合
に

は
、選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
委
員
の
任
期
　

　

委
嘱
日（
６
月
頃
予
定
）
か
ら
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で

■
応
募
締
切

５
月
21
日（
金
）

■
応
募
方
法

　
役
場
窓
口
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
一
宮
町
ま
ち・
ひ
と・
し
ご
と
創
生
有
識

者
会
議
委
員
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
結
果
発
表

　
郵
送
に
よ
り
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

■
選
考
方
法

　
書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
そ
の
他

①
提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

②
応
募
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
情
報
は
、
審

査
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

（
情
報
非
公
開
）

【
問
合
せ・
応
募
先
】

　
企
画
課　
☎（
42
）２
１
１
３

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
40
）１
０
７
５

kikaku@
tow
n.ichinom

iya.chiba.jp

撮
影
す
る
場
合
、
背
景
に
人
物
な
ど
が

写
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
き

る
限
り
事
前
に
本
人
に
了
解
を
得
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
投
稿
す
る
場
合
は
、
編

集
過
程
で
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く
撮
影
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
都
市
環
境
課　
☎（
42
）１
４
３
０

町
か
ら
の
連
絡
事
項
を
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
、
地
域
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
取

り
ま
と
め
て
町
へ
伝
え
る
、
区
長
と
自
治

会
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　〈
区
長
〉

◆
主
な
仕
事

・
地
域
住
民
の
要
望
の
取
り
ま
と
め

・
行
政
情
報
の
伝
達（
区
長
回
覧
）

　
第
１・
第
３
水
曜
日

・
防
犯
灯
の
管
理・
新
設
に
関
す
る
申
請

・
集
会
所
の
新
築・
補
修
の
補
助
金
申
請

・
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
協
力

・
集
積
所
の
管
理

・
社
会
福
祉
協
議
会
活
動

　
〈
自
治
会
長
〉

一
宮
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
有
識
者
会
議
委
員
の

募
集
に
つ
い
て

区
長
さ
ん
・
自
治
会
長
さ
ん

が
決
ま
り
ま
し
た

綱

田

区

伊

正

克

釣

区

佐

瀨

登

枇

杷

畑

区

長
谷
川
弘
之

権

現

前

区

内
山
伊
佐
雄

大

村

区

秌

場

博

敏

岩

切

区

小

関

秀

一

矢

畑

区

長
谷
川
和
男

稲

荷

塚

区

小

関

義

明

原

区

田

中

嘉

朗

新

熊

区

鵜

沢

太

輝

１

区

小

畑

恒

雄

２

区

丸

島

和

彦

３

区

渡

辺

孝

４

区

矢

澤

政

則

５

区

加

藤

俊

夫

６

区

関

和

子

７

区

の

１

菊

地

大

輔

７

区

の

２

髙

師

一

郎

８

区

の

１

大

室

俊

之

８

区

の

２

髙

師

一

雄

17

区

の

１

髙

橋

輝

行

17

区

の

２

辻
本
喜
代
美

９

区

の

１

小

宮

敏

夫

９

区

の

２

河

野

良

明

10

区

鴇

田

浩

一

11

区

鶴

岡

昭

治

12

区

加

藤

重

光

13

区

木

村

勇

人

14

区

森

田

俊

夫

15

区

川

城

健

16

区

𠮷

田

高

通

船

頭

給

区

鵜

沢

弘

治

新

地

区

細

谷

俊

夫

宮

原

区

杉

坂

温

海

岸

区

柳

澤

勉

新

浜

区

渡
邊
優
一
郎

海
岸
で
撮
影
を
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ
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課 等 名
課 長 等 氏 名 係　名 主な業務内容 電話番号

総務課
秦　和範

庶務係
人事、給与、行政区、
消防、防災、行政相談、
財政、町有財産管理

42-2112行政係

財政係
秘書広報課
渡邉　浩二 秘書広報係 秘書、広報・公聴、国際化 42-2175

企画課
渡邉　高明 企画係

政策推進、地方創生、統計 42-2113

ふるさと納税 42-2130

オリンピック推進課
高田　亮

開催準備係 東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会 42-2180

大会競技支援係

税務課
目良　正巳

課税係 住民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税、
納税相談、町税徴収事務

42-2114
徴収係

住民課
鎗田　浩司

住民係 戸籍、住民票、印鑑登録、
国民健康保険、国民年金、

後期高齢者医療
42-1423

保険年金係

福祉健康課
森　常麿

福祉係
社会福祉、障害者福祉、
高齢者福祉、母子保健、
各種健診、予防接種、
介護保険、介護相談、

介護予防

42-1431
40-1055

健康係
（子育て世代包括支援センター）

介護保険係
（地域包括支援センター）

子育て支援課
御園　明裕

子育て支援係 児童福祉、母子福祉、保育所等事務、
子ども医療費助成、学童保育 42-1415

いちのみや保育所 42-2514　

都市環境課
森田　正己

都市整備係
建築、開発行為、都市計画、

ゴミ、鳥獣保護
町道管理、町営住宅

42-1430環境係

建設係

産業観光課
田中　一郎

農業振興係
（農業委員会） 農林水産業、農業集落排水、

商工業、観光

42-1428

商工観光係 42-1427
会計課
小柳　薫 出納係 公金の出納事務 42-1422

教育課
峰島　勝彦

学校教育係 教育委員会の会議、
児童・生徒の就学、
社会教育、文化財、

新「一宮町史」編さん、町民バス

42-4574

社会教育係 42-1416

議会事務局
諸岡　昇 議会運営事務、監査事務 42-1421

町の組織と業務内容をお知らせします

町
長　

馬　
淵　
昌　
也

副
町
長　
川　
島　
敏　
文

教
育
長　
藍　
野　
和　
郎
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の
で
、
年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。前

回
は
８
１
５
人
が
受
診
し
、
メ
タ
ボ

予
備
群（
動
機
付
け
支
援
者
）
が
84
人
、

メ
タ
ボ
該
当
者（
積
極
的
支
援
者
）が
33

人
で
し
た
。

こ
の
う
ち
32
人
の
方
が
保
健
指
導
を
受

け
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

■
と
き　
　
６
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
９
日（
水
）（
※
６
日
は
除
く
）

■
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者

■
健
診
内
容

身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
医
師
の
診
察
・

尿
検
査
・
血
液
検
査
・
貧
血
検
査
・

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
・
尿
酸
値
検

査
・
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査

※
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
医
療
保
険
加

入
者
の
健
康
診
査
は
、８
月
31
日（
火
）

か
ら
９
月
３
日（
金
）の
予
定
で
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

同
じ
年
度
内（
４
月
１
日
か
ら
令
和
４

年
３
月
31
日
）に
、
特
定
健
康
診
査
を
受

診
し
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
を
受
け
た
方
は
、
特
定
健
康
診

査
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】住
民
課

☎（
42
）１
４
２
３

　
　
　
　
福
祉
健
康
課
☎（
40
）１
０
５
５

広
報
３
月
号（
８
ペ
ー
ジ
）掲
載
の「
風

し
ん
予
防
接
種
の
一
部
費
用
助
成
を
し
ま

す
」の
記
事
中
の
別
表「
千
葉
県
風
し
ん

抗
体
検
査
の
対
象
者
」に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
①
の
同
居
者
ま
た
は
風
し
ん
抗
体
価
の

低
い
妊
婦
の
同
居
者

（
誤
）

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー

③
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
パ
ー
ト

ナ
ー

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
就
職
や
退
職
な
ど
で
加
入
者
の

年
金
の
種
類
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
必

ず
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
こ
ん
な
時
は
届
出
を
！

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。
住
民
課
の
窓
口
で
、
加
入
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
扶
養
し
て

い
る
配
偶
者
が
い
る
場
合
も
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。

【
必
要
な
も
の
】

・
厚
生
年
金
の
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど

・
年
金
手
帳

・
は
ん
こ

【
支
払
い
は
】

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
、
納

付
書
で
銀
行
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
お
支
払
い
も
可
能
で
す
。

■
お
勤
め
を
し
て
い
る（
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
）場
合
は
？

【
加
入
者
本
人
は
】

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
国

民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
と
い
い
ま

す
。
厚
生
年
金
保
険
料
は
、
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
被
扶
養
者
は
】

扶
養
に
な
っ
て
い
る
配
偶
者
は
、
国
民

年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

加
入
者
本
人
の
年
金
制
度
全
体
で
保
険

料
を
負
担
し
て
い
ま
す
の
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】住
民
課　
☎（
42
）１
４
２
３

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病

予
防
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
を
行

い
ま
す
。

今
年
も
腎
臓
の
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

「
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
」と「
尿
酸
値

検
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

腎
臓
病
や
痛
風
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す
良
い
機
会
で
す

お
詫
び
と
訂
正

生
活
習
慣
病
予
防
を
！

年
一
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
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町
で
は
、
高
校
生
を
対
象
に
医
療
費
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
、
登
録
が
必
要
で

す
。現

在
、
高
等
学
校･

専
門
学
校
な
ど
に

在
学
中
で
ま
だ
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
高
校
生
と
な
っ
た
お
子
さ
ん
の

い
る
ご
家
庭
に
は
、
す
で
に
登
録
申
請
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
案
内
の

と
お
り
必
ず
期
限
ま
で
に
登
録
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
申
請

日
以
前
の
診
療
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
登
録
期
限

５
月
14
日（
金
）

【
問
合
せ
】

子
育
て
支
援
課　
☎（
42
）１
４
１
５

上
総
一
ノ
宮
駅
南
側
踏
切（
神
門
踏
切
）

を
横
断
す
る
際
は
、
歩
道
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

踏
切
内
で
の
車
道
側
通
行
は
大
変
危
険

で
あ
り
、
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。踏

切
内
の
事
故
防
止
の
た
め
、
必
ず
歩

道
を
通
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
都
市
環
境
課　
☎（
42
）１
４
３
０

町
で
は
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
ま
た
は
転
倒
を

未
然
に
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
行
人

な
ど
の
安
全
性
の
向
上
を
目
指
し
て
、
通

学
路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却

ま
た
は
建
替
え
に
よ
る
新
設
工
事
に
対
し

て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

・
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

・
本
人
お
よ
び
世
帯
員
の
方
が
税
金
の
滞

納
が
な
い
こ
と
な
ど
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

■
補
助
の
対
象
に
な
る
も
の

・
通
学
路
に
面
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
で
、「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
点
検

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」よ
り
、外
観
で
１

〜
５
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ひ
と
つ
で
も
不

適
合
が
あ
る
場
合
。

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
高
さ
が
１
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
。

■
補
助
対
象
工
事

町
内
の
施
工
業
者
に
よ
り
、ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
除
く
工

事
や
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
取
り
除
き
、軽

量
フ
ェ
ン
ス
ま
た
は
生
垣
な
ど
を
新
設
す

る
工
事
。

■
補
助
の
金
額

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
当
た

り
、
除
却
工
事
は
８
万
円（
上
限
額
８
万

円
）、
建
替
え
に
よ
る
新
設
工
事
の
場
合

は
16
万
円（
除
却
上
限
額
８
万
円
＋
新
設

上
限
額
８
万
円
）の
補
助
と
な
り
ま
す
。

※
４
月
１
日
よ
り
受
付
し
て
い
ま
す
。事
業

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、都
市
環
境
課

窓
口
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

都
市
環
境
課　
☎（
42
）１
４
３
０

神
門
踏
切
の
歩
道
利
用
に
つ
い
て

高
校
生
の
医
療
費
助
成
を

し
ま
す

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
改
修
工

事
補
助
金
に
つ
い
て
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リ
ア
ラ
イ
ズ
の
株
式
を
無
償
譲
渡
す
る
た
め
に

必
要
な
議
案
を
上
程
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、株
式
譲
渡
に
向
け
て
契
約
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】企
画
課

☎（
42
）２
１
１
３

口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
毎
年
６
月
に
送
付
す
る

証
明
書
の
有
効
期
限
を
翌
年
の
６
月
20
日

ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
翌
年
の
６
月
20
日
ま
で

に
継
続
検
査（
車
検
）を
受
け
る
場
合
は
、

今
年
度
に
送
付
さ
れ
る
証
明
書
を
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
令
和
３
年
度
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
る
前
に
車
検
な
ど
で
必
要
な
場
合

は
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
役
場

窓
口
で
有
効
期
限
を
６
月
20
日
に
し
た
証

明
書
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

※
令
和
３
年
度
軽
自
動
車
税
が
口
座
振
替

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

※
継
続
検
査
を
受
け
る
車
両
に
課
税
さ
れ

て
い
る
令
和
２
年
度
ま
で
の
軽
自
動
車

税
に
未
納
が
な
い
こ
と
。

【
問
合
せ
】税
務
課

☎（
42
）２
１
１
４

４
月
１
日
か
ら『
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求

書
支
払
い
』を
利
用
し
て
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
町
の
税
金
の
納
付
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
役
場
会
計

課
窓
口
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
ご
都

合
に
合
わ
せ
た
納
付
方
法
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
で
納
付
で
き
る
税
金

〇
町
・
県
民
税（
普
通
徴
収
の
み
）

〇
固
定
資
産
税

〇
軽
自
動
車
税

〇
国
民
健
康
保
険
税

　
※
一
枚
当
た
り
の
金
額
30
万
円
未
満
の

納
付
書
の
み

【
注
意
事
項
】

・
領
収
証
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
の
ご
利

用
に
は
、
事
前
に
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ

リ
内
か
ら
利
用
登
録
を
行
い
、
チ
ャ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
納
付
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】税
務
課

☎（
42
）２
１
１
４

株
式
会
社
一
宮
リ
ア
ラ
イ
ズ
は
、平
成
28
年
、

町
が
３
１
０
万
円
、
民
間
企
業
３
社
が
合
計

６
０
０
万
円
を
出
資
し
第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て

設
立
さ
れ
、地
方
創
生
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、

商
店
街
に
お
け
る
空
き
店
舗
な
ど
を
改
修
し
、再

生
す
る「
不
動
産
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」、町
へ

の
移
住
促
進
策
と
し
て
主
に
サ
ー
フ
ァ
ー
向
け

の
住
宅
を
整
備
す
る「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
事

業
」、サ
ー
フ
ァ
ー
同
士
あ
る
い
は
サ
ー
フ
ァ
ー
と

地
域
住
民
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
の「
サ
ー
フ
ィ

ン
セ
ン
タ
ー
事
業
」を
展
開
す
る
計
画
で
し
た
。

こ
の
う
ち「
不
動
産
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

に
つ
い
て
は
、玉
前
神
社
近
く
の
空
き
家
・
空

き
店
舗
を
改
修
し
て
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス「
Ｓ
Ｕ
Ｚ

Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」と
し
て
再
生
し
、平
成
29
年
７
月

に
開
業
し
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」は
、

中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

新
た
な
事
業
や
雇
用
創
出
の
場
と
も
な
る
な
ど

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。一
方
で
、こ
れ

以
外
の
事
業
に
つ
い
て
は
、構
想
の
策
定
ま
で

進
ん
だ
も
の
の
、事
業
実
施
の
段
階
に
な
っ
て
、

事
業
用
地
の
土
地
造
成
費
な
ど
は
交
付
金
の
対

象
外
と
す
る
制
度
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、着
手

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
結
果
、同
社
の
主
な
収
益
源
は
、「
Ｓ
Ｕ

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」の
賃
料
収
入
の
み
と
な
り
、売

上
が
当
初
計
画
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

当
初
計
画

し
た
３
つ
の

主
要
事
業
の

う
ち
１
つ
し

か
実
現
し
な

か
っ
た
影
響
は

大
き
く
、経
営

面
で
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、今
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で「
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」の
入

居
率
も
低
下
す
る
な
ど
経
営
状
態
は一層
厳
し
く

な
っ
て
お
り
、経
営
陣
か
ら
町
に
対
し
、「
現
状
の

ま
ま
で
は
会
社
存
続
や「
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」の

管
理
運
営
の
継
続
は
困
難
で
あ
り
、町
保
有
の
株

式
の
無
償
譲
渡
を
受
け
、完
全
民
営
化
し
、民
間

資
金
を
新
た
に
導
入
し
会
社
を
再
建
す
る
と
と

も
に
、「
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」の
管
理
運
営
を
続

け
た
い
」旨
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
提
案
に
つ
い
て
、町
で
対
応
を
検
討
し

た
結
果
、『
新
た
な
公
的
資
金
の
投
入
は
難
し
い

状
況
で
あ
り
、同
社
の
経
営
を
抜
本
的
に
改
善

す
る
に
は
、民
間
か
ら
新
た
な
資
金
を
導
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
た
め
に
は
町
が
保
有

す
る
株
式
を
譲
渡
し
、完
全
民
営
化
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。ま
た
、譲
渡
価
格
に
つ
い
て
は
、同

社
は
債
務
超
過
の
状
態
で
あ
り
、１
株
あ
た
り

の
純
資
産
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
や
同
社
の

早
期
再
建
支
援
の
観
点
か
ら
無
償
と
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
』と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、令
和
３
年
第
１
回
一
宮
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、町
が
保
有
す
る
株
式
会
社
一
宮

株
式
会
社
一
宮
リ
ア
ラ
イ
ズ

完
全
民
営
化
へ

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
で

納
税
で
き
ま
す
！

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
継
続
検
査
用
）
の
有
効
期
限

を
延
長
し
ま
し
た
！

▲　シェアオフィス「ＳＵＺＵＭＩＮＥ」
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町
内
に
あ
る
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ

ブ
で
働
い
て
い
た
だ
け
る
支
援
員
・
補
助

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
勤
務
時
間

・
月
〜
金
曜
日

午
後
２
時
か
ら
７
時　

・
土
曜
日
、学
校
休
業
日

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

※
シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
週
３
日
程
度

　
１
日
３
時
間
〜
５
時
間
程
度

■
勤
務
条
件

・
時
給　
９
２
５
円
〜

※
社
会
保
険（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
）

の
加
入
な
し
。勤
務
時
間
に
よ
り
雇
用

保
険
の
加
入
あ
り
。

■
勤
務
内
容

・
学
校
終
了
後
の
子
ど
も
た
ち
の
保
育

（
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
児
童
の
健
全

育
成
や
生
活
指
導
）

・
子
ど
も
た
ち
の
使
用
す
る
場
所
の
清
掃

・
保
育
日
誌
や
出
席
簿
の
記
入
な
ど
の
事
務

■
応
募
資
格

・
特
に
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
子
育
て
支

援
に
熱
意
の
あ
る
方

（
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
を
お

持
ち
の
方
、教
員
・
保
育
士
資
格
を
お

持
ち
の
方
は
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

■
勤
務
場
所

・
一
宮
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
（
一
宮
小
学
校
内
）

・
東
浪
見
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
（
東
浪
見
小
学
校
内
）

■
申
込
方
法

・
履
歴
書
に
写
真
添
付
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。）

【
問
合
せ
】

子
育
て
支
援
課　
☎（
42
）１
４
１
５

６
月
１
日
現
在
を
基
準
日
と
し
て「
令

和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
」を
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、事
業
所
や
企
業
の
経
営
活

動
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、国
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
行
政
施
策
の
立
案
や
、民

間
企
業
に
お
け
る
経
営
計
画
の
策
定
な

ど
、社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資

料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
証
を
携
帯
し
た

調
査
員
が
事
業
所
お
よ
び
企
業
に
訪
問

し
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】企
画
課

☎（
42
）２
１
１
３

■
令
和
３
年
度
の
保
険
料
率

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業
で
働

く
方
や
そ
の
家
族
が
加
入
さ
れ
て
い
る
健

康
保
険
で
、
加
入
者
数
は
全
国
で
約
４
，

０
２
０
万
人（
千
葉
支
部
は
約
１
０
０
万

人
）で
す
。

　
協
会
け
ん
ぽ
千
葉
支
部
の
令
和
３
年
度

の
健
康
保
険
料
率
は
、
本
年
３
月
分（
４

月
納
付
分
）よ
り
現
状
の
９
・
75
％
か
ら

９
・
79
％
に
引
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
な
ら
び
に
、
介
護
保
険
料
率（
全
国

一
律
）に
つ
い
て
は
、
現
状
の
１
・
79
％

か
ら
１
・
80
％
に
引
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　
健
康
保
険
料
率
は
地
域
の
医
療
水
準
に

基
づ
い
て
算
出
さ
れ
ま
す
。「
健
診
を
受

診
す
る
」「
会
社
を
挙
げ
て
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
」「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
使
用
す
る
」な
ど
の
行
動
の
積
み
重
ね

が
健
康
保
険
料
率
の
上
昇
を
抑
え
る
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

協
会
け
ん
ぽ
千
葉
支
部

　
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
４
３（
３
０
８
）０
５
２
２

■
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
加
入
者
の
家
族

（
40
歳
か
ら
74
歳
の
被
扶
養
者
）を
対
象

に「
特
定
健
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
診
は
疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
日
頃
の
生
活
習
慣

を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
健

診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
の
で
、
毎

年
必
ず
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
己
負
担
額
は
、
千
葉
県
内
で
受
診
さ

れ
る
場
合
は
９
５
０
円
ま
た
は
無
料
で

す
。（
受
診
さ
れ
る
健
診
機
関
に
よ
っ
て

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）健
診
機
関

の
一
覧
や
集
団
健
診
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
券
は
加
入
者
ご
本
人
の
住

所
に
送
付
し
ま
し
た
。（
４
月
上
旬
送
付
）

※
加
入
者
ご
本
人
に
は「
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
勤
務

先
に
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
協
会

け
ん
ぽ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

協
会
け
ん
ぽ
千
葉
支
部

　
健
診
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
４
３（
３
０
８
）０
５
２
５

学
童
保
育
支
援
員
・
補
助
員

を
募
集
し
ま
す

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ
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■
一
宮
な
み
ま
ち
Ｍ
Ａ
Ｐ
と
は

一
宮
町
の
様
々
な
情
報（
都
市
計
画
図
、

道
路
情
報
、
施
設
情
報
な
ど
）を
公
開
型

Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）の
地
図

デ
ー
タ
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
パ
ソ
コ
ン
端
末

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
閲
覧
方
法

「
一
宮
な
み
ま
ち
Ｍ
Ａ
Ｐ
」の
ト
ッ
プ

画
面
で
、
知
り
た
い
情
報
に
関
す
る
地
図

を
選
ん
で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

一
宮
な
み
ま
ち
Ｍ
Ａ
Ｐ
に
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
検
索
サ
イ
ト
な
ど
で「
一
宮
な

み
ま
ち
Ｍ
Ａ
Ｐ
」と
検
索
す
る
か
、
左
記

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
直
接
入
力
し
た
り
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
り
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://www2.wagm
ap.jp/ichinomiya

【
問
合
せ
】総
務
課

☎（
42
）２
１
１
２

　
専
門
的
な
知
識
と
技
能
を
も
っ
た
手
話

通
訳
者
に
な
る
た
め
の
最
初
の
講
座
で
、

「
前
期
」「
後
期
」の
両
方
を
修
了
す
る
と

手
話
奉
仕
員
に
な
り
、
手
話
通
訳
者
課
程

の
受
講
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

■
と
き　
７
月
３
日（
土
）か
ら

　
　
　
　
令
和
４
年
２
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
毎
週
土
曜
日（
全
27
回
）

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
３
時

■
と
こ
ろ　
長
生
村
文
化
会
館
視
聴
覚
室

■
対
象　
町
内
在
住
者

■
募
集
人
数　
２
人（
募
集
人
数
を
超
え

た
場
合
、選
考
が
あ
り
ま
す
。）

■
費
用　
８
７
０
０
円（
税
込
）

　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

■
募
集
期
間　
５
月
１
日（
土
）か
ら

　
　
　
　
　
　
５
月
31
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
必
着

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

社
会
福
祉
法
人
千
葉
県
聴
覚
障
害
者
協
会

千
葉
聴
覚
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　
〒
２
６
０
―
０
０
２
２

　
千
葉
市
中
央
区
神
明
町
２
０
４
―
12

　
☎　
０
４
３（
３
０
８
）６
３
７
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
４
３（
３
０
８
）６
４
０
０

　
大
切
な
方
へ
の
手
紙
を
募
集
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
幅
広
い
年
代
の
方
か
ら
、

ご
家
族
や
恋
人
、
恩
師
、
友
人
な
ど
、
大

切
な
方
に
向
け
た
想
い
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

選
者
は
芥
川
耿て

る

子こ

さ
ん（
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
）。審
査
の
結
果
、次
の
３
人
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
大
賞（
賞
状
、一
宮
館
ペ
ア
宿
泊
券
）

和
田　

潤　

様（
66
歳
／
男
性
／
会
社

員
／
東
京
都
清
瀬
市
）

■
一
宮
館
主
賞（
賞
状
、町
特
産
品
）

井
口　

泰
子　

様（
70
歳
／
女
性
／
無

職
／
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

■
一
宮
町
長
賞（
賞
状
、町
特
産
品
）

滝
田　

千
恵　

様（
55
歳
／
女
性
／
主

婦
／
福
島
県
会
津
若
松
市
）

　

受
賞
作
品
は
、
社
会
福
祉
法
人
愛
の
友

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
主
催　
社
会
福
祉
法
人　
愛
の
友
協
会

■
後
援　
芥
川
龍
之
介
ゆ
か
り
の
宿　
一

宮
館
、
一
宮
町
、
東
京
作
家
ク
ラ
ブ
、

全
作
家
協
会

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
法
人
愛
の
友
協
会

　
☎（
32
）２
５
８
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ w

w
w
.ainotom

o.or.jp

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
松
子
地

区
の
田
ん
ぼ
で
、
古
代
米
の
緑
米
を
育
て

な
が
ら
、
ホ
タ
ル
や
メ
ダ
カ
な
ど
の
生
物

を
守
っ
て
い
ま
す
。
松
子
地
区
は
、
い
こ

い
の
森
へ
の
道
を
た
ど
り
、
洞
庭
湖
を
す

ぎ
て
す
ぐ
で
す
。
新
し
く
で
き
た「
松
子

の
里
」の
看
板
が
目
印
で
す
。
４
月
は
田

ご
さ
え
、
５
月
に
田
植
え
を
し
て
、
10
月

に
稲
刈
り
、
11
月
に
脱
穀
を
す
る
予
定
で

す
。
６
月
に
は
ホ
タ
ル
観
察
、
７
月
に
は

水
生
生
物
観
察
、
12
月
に
は
し
め
飾
り
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。
お
一
人
で
も
家
族
で

も
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

増
田　
☎
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

　
小
池　
☎
０
７
０（
４
０
２
７
）７
０
９
８

Facebook

「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
募
集
中
！

一
宮
な
み
ま
ち
Ｍ
Ａ
Ｐ

（
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）を
導
入

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
「
前
期
」

一宮なみまちＭＡＰのトップ画面

スマートフォン用QRコード

第
８
回
芥
川
龍
之
介
恋
文
大
賞

〜
大
切
な
人
へ
の
想
い
を
つ
づ

る
コ
ン
テ
ス
ト
〜
結
果
発
表

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

「
松
子
の
里
」
で
健
康
的
な
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
？
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※活動内容の詳細は各サークルへ確認してください。

令和 3年度　公民館サークル一覧
サ ー ク ル 名 活　動　曜　日 場　所

1 スポーツダンス一宮愛好会 毎 週 水 曜 日 19：00～ 20：50 大 会 議 室
2 一宮町太極拳同好会 毎 週 木 曜 日 10：00～ 12：00 大 会 議 室
3 一宮バレエサークル 毎 週 金 曜 日 17：45～ 20：15 大 会 議 室
4 剛柔流空手道有心会 毎 週 火 曜 日 18：00～ 21：00 大 会 議 室
5 健康気功コスモス 毎 週 木 曜 日 10：15～ 11：45 大 会 議 室

6 フラ＆タヒチアンダンス
毎 週 木 曜 日 10：30～12：30（フラ） 視 聴 覚 室

第 2･4 土 曜 日 19：30～ 21：00（タヒチアン）
大 会 議 室
創 作 室

7 タートルクラブ 毎 週 月 曜 日 13：30～ 15：30 大 会 議 室
8 3B一宮 第 1･2･4 水 曜 日 13：30～ 15：00 大 会 議 室
9 一宮詩舞クラブ 第 2・4 金 曜 日 13：00～ 16：00 和 室
10 一宮ヨーガ愛好会 第 1・3 水 曜 日 14：00～ 15：30 和 室
11 フラハイビスカス 毎 週 木 曜 日 13：00～ 15：00 和 室
12 一宮茶道サークル 第 2・4 土 曜 日 18：00～ 21：00 和 室
13 一宮町鼓蝶会 第 2・4 水 曜 日 13：30～ 15：30 和 室
14 ウクレレ　レッド　コーラル 第 2･4 火 曜 日 14：00～ 16：00 講 義 室
15 犬槇俳句会 第 3 木 曜 日 13：00～ 16：00 講 義 室
16 絵画サークル 第 1・3 水 曜 日 13：00～ 16：00 講 義 室
17 加納久宜公研究会 第 3 火 曜 日 19：00～ 21：00 講 義 室
18 囲碁クラブ 水・ 土・ 日 曜 日 13：00～ 17：00 講 義 室
19 健康体操教室 毎 週 金 曜 日 14：00～ 15：00 視 聴 覚 室
20 一宮フラウエンコール 第 2・4 水 曜 日 9：30～ 11：30 視 聴 覚 室
21 うた声のつどい 毎 週 火 曜 日 13：00～ 15：00 視 聴 覚 室
22 ポップ・コーラス 毎 週 土 曜 日 19：00～ 21：00 視 聴 覚 室
23 MAMA:to English 毎 週 金 曜 日 10：30～ 11：30 視 聴 覚 室
24 裂き織サークル 第 2・4 水 曜 日 9：00～ 12：00 生 活 研 修 室
25 絵手紙サークル 第 3 火 曜 日 9：30～ 12：30 生 活 研 修 室
26 なんでもリメイク 第 1・3 金 曜 日 10：00～ 11：30 生 活 研 修 室
27 パッチワーク（彩） 第 1 金 曜 日 13：00～ 16：00 生 活 研 修 室

28 美そら会
第 1・3 月 曜 日 13：00～ 14：30

生 活 研 修 室
第 2・4 木 曜 日 13：00～ 14：30

29 ランゲージ研究会 毎 週 木 曜 日 10：00～ 12：00 青 年 会 議 室
30 詩吟友詩会 第2土・第4金曜日 14：00～ 16：00 青 年 会 議 室
31 エアロビクスクラブ 毎 週 木 曜 日 9：45～ 11：45 振 武 館
32 自彊術 毎 週 木 曜 日 13：30～ 15：00 創 作 の 里

33 一宮第 1陶芸クラブ
第 2 水・ 土 曜 日 9：00～ 17：00

創 作 の 里第 2土の翌日曜日 13：00～ 17：00
第 3 水 曜 日 9：00～ 17：00

34 一宮第 2陶芸クラブ
第 4 水 ･ 土 曜 日 9：00～ 17：00

創 作 の 里
第 4土の翌日曜日 13：00～ 17：00

35 染色クラブ 第 1・3 木 曜 日 13：00～ 16：30 創 作 の 里
36 染色グループ　朔の会 第 1・3 水 曜 日 10：00～ 12：00 創 作 の 里
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＊15ページの申込書にてお申し込みください。
＊対象者は、町内在住もしくは町内在学・在勤者とします。
＊各教室とも参加費は無料です。（材料費別）
＊定員を超えた場合、抽選となります。
＊状況により教室の内容、開催時期の変更、中止する可能性がありますのでご了承ください。

～ 令和３年度公民館教室募集のお知らせ ～
■リトミック ･ベビーリトミック教室【公民館 ･大会議室】
定 員 10組

対 象 親子（0～ 4歳）

日 程 ･ 時 間 毎月第 4火曜日　10：15～ 12：00（間に休憩が含まれます）
（6/15 開講）

講 師 伊藤みちこ先生

■編み物教室【公民館 ･生活研修室】
定 員 15人

対 象 18歳以上

日 程 ･ 時 間 毎月第 3火曜日　13：30～ 15：30
（6/15 開講）

講 師 尾﨑弘子先生

内 容 編み物の基礎から学べます。

■寄せ植え教室【創作の里・創作室】
定 員 10人

対 象 18歳以上

日 程 ･ 時 間 6/1，9/28，12/7，2/22（年 4回）
10：30～ 12：00

講 師 石橋涼子先生

内 容 寄せ植えで季節を楽しみます。

■崇文館歴史講座【公民館・生活研修室】
定 員 20人

対 象 高校生以上

日 程 ･ 時 間 左ページに詳細があります。

講 師 一宮町教育委員会学芸員　江澤一樹

講 師 左ページに詳細があります。
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崇文館歴史講座とは？

募集期間　５月６日（木）～５月１４日（金）
＊申込方法：下記申込書で中央公民館へお申込みください。

令和３年度公民館教室申込書
＜編み物・寄せ植え・リトミック・歴史講座＞

教　室　名 ふ　り　が　な
氏　　　名 生年月日 住　　　所 電話番号

＊ 申込みの際に通知用のハガキ（表書きに本人の住所・氏名記載）をお持ちください。公民館教室の日
程などをお知らせします。

きりとり線

■崇文館（すうぶんかん）とは…
崇文館とは、明治 2 年（1869）に最後の一宮藩主・加

か
納
のう
久
ひさ
宜
よし
（1848 ～ 1919）によって

一宮藩の旧陣屋近くの廃寺につくられた藩
はん
校
こう
です。廃藩置県後の明治 5 年（1872）に廃校と

なりますが、のちにこの校舎は小学校に転用されるなど、一宮の教育の基盤となりました。

■趣旨
この公民館教室では2ヶ月に1回程度、「座学」を中心に郷土の歴史や文化を学ぶ教室です。

「座学」が中心ですが、実物の古
こ
文
もん
書
じょ
や考

こう
古
こ
資
し
料
りょう
を見ながら、一宮の歴史を一から学びます。

■予定　　※日時はあくまでも予定です。都合により変更する場合があります。

回数 日　時 テーマ 内　容

1 6月 5日（土）
17：00～ 18：30 開講式、歴史入門

2 7月 10日（土）
17：00～ 18：30

一宮の歴史通史編
①古代～中世

古代から天正 18年（1590）までの
一宮をみていきます。

3 8月 21日（土）
17：00～ 18：30

一宮の歴史通史編
②近世～近代

江戸時代から大正時代までの一宮を
みていきます。

4 10月 2日（土）
13：30～ 15：30 フィールドワーク 一宮市街地（玉前神社）周辺の文化

財をめぐります。

5 12月予定 一宮の歴史通史編
③近現代 昭和～令和の一宮をみていきます。

6 2月予定 自由テーマ 参加者の希望に合わせたテーマを設
定します。

7 3月予定 一宮藩と加納家 一宮藩と藩主・加納家の歴史をみて
いきます。
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お　　知　　ら　　せ
公立いちのみや保育所からのお知らせ

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子の
みなさんを対象に保育所を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に
一緒に参加しませんか？お気軽にお申込みください。お待ちしておりま
す。保護者とともに子どもの成長を喜び合い、子育てをサポートします。

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

映画会・誕生会に
親子でいらっしゃいませんか？
映画会
◆と　き　5月19日（水）
　　　　　午前10時から
　　　　　いちのみや保育所
◆内　容
『ひつじのようなライオン』ほか

誕生会
◆と　き　5月27日（木）
　　　　　午前10時から
　　　　　いちのみや保育所
※要予約（月～金曜日）

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　5月7日（金）
　　　　　午前10時から正午
◆ところ　いちのみや保育所
※要予約（月～金曜日）

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子の皆さんを対
象に絵本の貸出をいたします。
子ども達は絵本が大好きです。絵
本は子どもの成長には欠かせないも
のです。小さい頃に見た絵本は一生
の宝物。
【５月のテーマ】
『冒険』
勇ましく冒険に出かける絵本から
想像力で素敵な世界がどんどん広
がっていく絵本までワクワクドキド
キするようなお話を集めてみまし
た。ページを開いたら楽しい大冒険
の旅に出発。お気に入りの絵本をみ
つけてみてはいかがでしょうか。
◆と　き　午前９時から午後４時
（月～金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

庭を開放しています
保育所の広いお庭で遊びませんか？
すべり台・ぶらんこ・ボールや砂場

遊び玩具などがたくさんありますよ。
◆と　き　午前９時から午後３時
　　　　　（月～金曜日）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所親子教室「ひよこ組」
　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。
◆と　き　5月11日（火）5組
　　　　　『保育所を探検しよう！』
　　　　　5月18日（火）5組
　　　　　『保育所のおもちゃであそぼう』
　　　　　午前10時から11時
　　　　　（午前9時45分から受付）
※要予約（月～金曜日）
※駐車場10台可能
※お申込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
入園前の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。
園庭で遊んだり、園児と交流したりできます。ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。
開館時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント（要予約）
■まねっこ保育園（対象　1歳児から）
　5月13日（木）午前10時から　※イベント参加申込みはQRコードからご予約ください。
【問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（40）1033

子育て支援室「しおかぜ」
東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催しています。
絵本やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
○　 おもちゃの広場　5月12日（水）　1部　午前9時30分から10時30分　2部　午前10時45分から
11時45分　参加費500円

　　 「東京おもちゃ美術館のおもちゃがやってくる！」おもわず手に取りたくなる良質なおもちゃでたくさ
ん遊びましょう。

○　たまカフェ　5月27日（木）午前10時30分から　参加費300円
　 「離乳食レシピ交換会」人気のレシピから保育園のレシピ、便利グッズなどみんなで情報交
換しましょう！イベント終了後はみんなで昼食も食べられます。お弁当ご持参大歓迎です。

【イベントに関する問合せ】 たまひよ部公式LINE ID：＠hme3787y
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　　☎（36）7726

ブログはこちら

イベント申込みは
こちら
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地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で安心して生活を続けられるよ
うに支援を行う相談窓口です。介護をはじめ福祉、医療などさまざまな面から支える地域の拠点
として保健センターに設置されています。相談は無料です。
お気軽にご相談ください。

高齢者と家族の身近な相談窓口

（すまいるサポートセンター）
地域包括支援センター

「こんなとき」は…

こんな仕事をしています

お気軽にご相談ください みなさんの権利を守ります

高齢者が暮らしやすい地域づくりに取り組みます

介護予防プランを作成します

地域包括支援センターへご相談ください。
保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員が応対します。

☎（40）1055

一人暮らしで
今後が心配…

財産管理に自信が
なくなった

車いすを借りたい。
どこに相談したらよい？

● 介護に関する相談、健康づくりに関する
相談などお気軽にご相談ください。
● 必要なサービスや制度の紹介などを行い
ます。

● 財産の管理に関すること、高齢者の虐待防
止や早期発見に関することなど、高齢者の
権利を守ります。
● 権利擁護に関する制度の紹介や関係機関と
の連絡などを行います。

● 役場や医療機関、介護保険事業所、地域の
民生委員・児童委員、社会福祉協議会など
と協力し、高齢者が暮らしやすい地域づく
りに取り組みます。
● 地域の方とも連携して、高齢者の支援に努
めます。

● 介護が必要な状態にならないように、健
康づくりや介護予防を支援します。
● 生活機能が低下している人、要支援１・
２と認定された方の自立に向けたサービ
ス利用を支援します。

誰に相談したらいいのか
分からない

近所の高齢者が虐待を
受けているみたいだけど

引っ越してきたばかりで
友人がいない。地域活動に
参加したい
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☆３密を避けるため、対象地区の教室のみご参加ください。また、予約制で行います。
　定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受付ます。
☆新型コロナウイルス感染症の拡大防止などの理由により、中止となる場合があります。
☆国際交流員ソト・クリストファーによる英語を使っての脳トレを毎回、５分程度行います。

そ　う　だ　ん　ご　と
人 権 行 政 相 談

◆と　き　５月６日（木）
　　　　　午後１時30分

から４時
◆ところ　 保健センター 

小会議室
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要
【問合せ】
総務課　☎ （42）2112

弁護士による法律相談
◆と　き　５月18日（火）

午後１時30分
から３時30分

◆ところ　 保健センター 
小会議室

◆対　象　町内在住または在勤の方

※要予約　１人20分
【問合せ】
総務課　☎ （42）2112

町 長 室 開 放 日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・
意見など「生の声」を直接町長
がお聴きします。
◆と　き　５月13日（木）
　　　　　午後１時30分から5時
※要予約　１人30分

【問合せ】
秘書広報課　☎ （42）2175





































５月　けんこう運動・東浪見けんこう運動教室の日程

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止などの理由により中止となった場合は、町ホームページでお知
らせします。

※けんこう運動教室は、①または②の時間いずれかでご予約ください。
【問合せ・予約受付】　地域包括支援センター　☎（40）1055
　　　　　　　　　　＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

教室名 対象者 日　程 内　容 時　間 定員 予約開始日

けんこう
運動教室

【会場】
保健センター

１～ 17区・船
頭給・新地・海
岸・宮原・新浜
（一宮住所）にお
住まいの65歳
以上の方

13日（木） かんたんエ
クササイズ

①13：00～ 14：00
（受付12：45～） 20人

５月６日（木）
②14：30～ 15：30
（受付14：15～） 20人

20日（木） 音楽療法

①13：00～ 14：00
（受付12：45～） 20人

５月13日（木）
②14：30～ 15：30
（受付14：15～） 20人

28日（金） 元気アップ体操

①13：00～ 14：00
（受付12：45～） 20人

５月21日（金）
②14：30～ 15：30
（受付14：15～） 20人

東浪見
けんこう運動
教室
【会場】
東浪見
コミュニティ
センター

東浪見地区・
新浜（東浪見
住所）にお住
まいの65歳以
上の方

12日（水） 筋力アップ
体操

10：00～ 11：30
（受付9：45～） 10人 ５月６日（木）

21日（金） お口の健康
体操

10：00 ～ 11：30
（受付9：45 ～） 10人 ５月14日（金）
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町では町民の皆さまに新型コロナウイルスワクチンを接種していただけるよう準備を
すすめています。今月はワクチンに関する情報をお伝えします。

保健センターだより

20広報



【問合せ】福祉健康課　☎（40）1055

21 Ichinomiya



保健センター
５月　 の行事

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　 新型コロナウイルス感染予防対策のため、延期または中止となる場合があり
ます。詳しくは福祉健康課にお問い合わせください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内　　容　・　対　　象 場　所

マタニティ教室（第１回目） 12日（水） 受付　13：15～ 13：30 妊婦およびその家族

親子ふれあい教室（予約制） 14日（金）
9：30～ 10：30 あそびの教室（定員10人）

1歳児（きょうだいの参加不可）と保護者

10：45～ 11：45 あそびの教室（定員10人）
0歳児（きょうだいの参加不可）と保護者

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 17日（月） 9：00～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

マタニティ教室（第２回目） 19日（水） 受付　13：15～ 13：30 妊婦およびその家族

マタニティ教室（第３回目）
24日（月）

受付　13：15～ 13：30 妊婦およびその家族

成 人 歯 科 相 談 15：00～ 16：00 20歳以上の希望者※お問合せく
ださい

2 歳 児 歯 科 健 診
26日（水）

対象者には別途通知します。1 歳 6 ヶ 月 児 健 診

乳 児 相 談 27日（木）

あ そ び の 広 場
6日（木）・7日（金）・10日（月）
11日（火）・13日（木）・18日（火）
20日（木）・21日（金）・28（金）
31日（月）

9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者

保　
健　
セ　
ン　
タ　
ー

※まちの図書室の休館日は裏表紙のカレンダーをご覧ください。
【問合せ】　まちの図書室　☎（42）7799

まちの図書室から　～新着図書紹介～
書　籍　名 著　　者 出　版　社 出 版 年

お探し物は図書室まで 青山美智子 ポプラ社 2020年

元彼の遺言状 新川帆立 宝島社 2021年

誓願 マーガレット・アトウッド、
溝鴻友規子 早川書房 2020年

Au　オードリー・タン アイリス・チュウ 文藝春秋 2020年

犬がいた季節 伊吹有喜 双葉社 2020年

エンド・オブ・ライフ 佐々涼子 集英社 2020年

うりぼうと母さん 矢野誠人、林良博 ポプラ社 2020年

ほか
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私達は社会福祉協議会が行っている、一人暮らしの高齢者へお弁当を届ける配食サービス事業のお
弁当作りをしているグループです。4組あるグループの中で一番新しいのですが、それでも17年た
ちました。1回 7～ 8人で調理をして居ります。献立は調理をした時に次回のメニューを大体決めま
すが、その時々で安いもの、旬のものがあったりすると、お買物当番の人が、メニューを変更すること
もあります。いろいろな新鮮な材料を使って、美味しく、バランス良く、健康づくりに少しでもお役に
立てればと頑張っております。その他に唯一演芸を楽しみながら皆さんにお会い出来る “ふれあい昼
食会 ”や、日赤会員さんの作ってくれた出来たてのお餅とともに配られる “歳末配食 ”というのがあ
ります。今年はコロナ騒ぎで皆さんと一同に会することは出来ませんでしたので、各自宅にお届け致
しました。残念でした。大勢で会話しながらの食事も楽しいものですね。
出来たてのお弁当を美味しく食べていただくために “菜の花会 ”の皆さんが、直接お会いして手渡

しし、安否確認をしてくださいます。この手渡しが大事なのです。皆さん楽しみに待って居てくださ
るとお聞きして、作る側もとても嬉しいです。
早くこの騒ぎが終息して、皆さんと親しくお会い出来ることを楽しみにしております。どうぞ皆さ

ん、お元気でおすごしくださいませ。 （みのり会一同）

ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉法人一宮町社会福祉協議会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）3439 一宮町ボランティアセンターキャラクター
『一宮ボッくん』

 
 
 
 

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター No.80

一宮町社会福祉協議会では、日常生活上の相談に応じ、適切な助言や援助を行う窓口として、心配ごと相談所を開設してい
ます。秘密は守られますのでお気軽にご相談ください。
と　　　き  毎月第４木曜日　午前９時から正午まで
と　こ　ろ  一宮町社会福祉協議会
対　　　象  町内在住の方
【問合せ】  社会福祉協議会　☎（42）３４２４（予約不要）

心 配 ご と 相 談

◇ みのり会 ◇
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ゴミ収集コース
（１区～ 10区） （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸） （綱田～新熊・新浜）

：休日当番医（9：00～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119にお問い合わせ
するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

休

●
１コース ２コース ３コース

いちのみや
広報カレンダー 2021

いちのみや 55

（中央消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・受付時間 19：45 ～ 22：45

茂原市八千代 1-5-4（消防署裏）☎（24）1010

夜間急病診療テレフォン案内  （19：00 ～翌朝６：00）

プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000
直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00 ～翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず へ「１１９」

夜間急病診療所

期日までに納めましょう。

※カレンダーは５月の予定です。
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8
人権行政相談

子育て相談室「コアラ組」

休 長生八積医院
☎（32）3282

休 津谷クリニック
☎（32）5645

休 清 水 医 院
☎（42）2950

休 長生診療所
☎（32）3303

9 10 11 12 13 14 15
親子教室「ひよこ組」 町長室開放日

休いちのみやクリニック
☎（42）1616
16 17 18 19 20 21 22

法律相談
親子教室「ひよこ組」

休もといハッピークリニック
☎（36）3537
23 24 25 26 27 28 29

心配ごと相談

休 K・Iクリニック
☎（42）7575
30 31

休あまが台ファミリークリニック
☎（36）7011

期日までに納めましょう。

軽 自 動 車 税（全期）

5月31日（月）

まちの図書室休

まちの図書室休

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ
２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ
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